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2020年東京五輪の主会場となる新国立競技場の建設

には、技術的難題が山積している。 独創的な外観デザ

インを支える巨大なアーチ構造や開閉式屋根（遮音装

置）などはいずれも世界初の難工事という。 事業主体
の日本スポーツ振興センター（ JS C）は「ノウハウ

を生かしたい」と、実施設計の段階で施工会社を選ぶ

ことを決めたが、設計を修正しない限り、建設費は膨

らみそうだ。 （森本智之） ＝核心＠面

設計段階から技術力懸念

厚手1

オナマエのナヅ、解明。
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は
、
高
い
技
術
力
を
持
つ
施
工

会
社
の
協
力
な
し
に
は
計
画
通

り
の
競
技
場
が
建
て
ら
れ
な

い
、
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
。

建
設
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
幅
三
百
七
十M
も
の

巨
大
な
「
キl
ル
ア
l

チ
」

ゃ
、
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
二

面
分
の
一
万
五
千
平
方Mに
及

ぶ
開
閉
式
の
屋
根
、
八
万
人
収

容
の
ス
タ
ン
ド
、
競
技
種
目
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
応
じ
て
移

動
す
る
可
動
席
な
ど
だ
。
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C

は
「
規
模
や
構
造
の
複
雑
さ

な
ど
で
過
去
に
例
が
な
い
」
と

説
明。
建
設
会
社
向
け
の
資
料

で
も
「
難
易
度
が
高
く
、
十
分

な
検
討
を
行
い
、
課
題
を
解
決

す
る
」
必
要
を
指
摘
し
た
。

幕
張
メ
ッ
セ
や
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
構
造
設
計
を
担
当

し
、
新
競
技
場
の
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
に
も
参
加
し
た
構
造
設
計

家
の
渡
辺
邦
夫
さ
ん
は
「
新
競

技
場
の
形
は
構
造
的
に
は
全
く

非
合
理
だ。
そ
れ
を
実
現
し
よ

う
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
所
に
無

理
が
生
じ
て
い
る」
と
指
摘。

「
ゼ
ネ
コ
ン
の
力
が
あ
れ
ば
造

れ
る
と
思
う
が
コ
ス
ト
は
跳
ね

上
が
る
だ
ろ
う
」
と
話
す
。

新
競
技
場
の
建
設
費
は
、
一

時
は
三
千
億
円
と
見
積
も
ら
れ

た
が
、
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど

施
工
会
社
選
定
前
倒
し

~ 
匡ヨ
昌三2

J
S
C

は
八
月
十
八
日
、
工

区
を
ス
タ
ン
ド
部
分
と
屋
根
部

分
に
分
け
、
施
工
会
社
選
定
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
）
方
式

で
行
う
と
公
示
し
た
。
技
術
提

案
を
審
査
し
、
十
月
中
に
決

定
。

選
ば
れ
た
会
社
は
八
月
に

始
ま
っ
た
実
施
設
計
の
検
討
に

加
わ
っ
て
と
り
ま
と
め
る
。

工

事
請
負
契
約
は
、
来
年
六
月
を

め
ど
に
あ
ら
た
め
て
結
ぷ
。

設
計
段
階
か
ら
施
工
会
社
を

選
ぶ
の
は
異
例
だ
。

背
景
に

さ秀吉

新
国
立
競
技
場
の
計
画
見
直
し

に
つ
い
て
、J
S
C

－側
は
「
招
致

段
階
で
示
し
たρ
国
際
公
約u
に

反
す
る
」
と
反
発
し
て
き
た。
だ

が
、
O
八
年
の
北
京
五
輪
で
は
経

費
節
減
の
た
め
、
主
会
場
「
鳥
の

巣
」
の
開
閉
式
屋
根
を
取
り
や
め

る
な
ど
、
招
致
段
階
の
計
画
を
後

に
見
直
し
た
例
は
過
去
に
あ
る

。

今
回
の
東
京
五
輪
で
も
建
築
費
の

高
騰
な
ど
を
理
由
に
、
国
立
を
除

く
会
場
計
画
の
見
直
し
を
東
京
都

が
進
め
て
い
る。

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

！
・

1

（I
O
C

）
は
行
動
計
画
ア
ジ
ェ

創
庁
ン
ダ
幻
で
、
既
存
施
設
を
最
大
限

理
活
用
し
環
境
へ
の
影

響
を
弱
め
る

』
D

努
力
を
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

i
／
る

。

こ
れ
ま
で
も
こ
う
し
た
考
え

ぽ
刊
に
沿
う
見
直
し
に
理
解
を
示
し
て

r
、
き
た
と

い
え
る
。

E
E

五
輪
の
主
会
場
と
し
て
使
う
に

・2
・
は
六
万
人
の
収
容
人
員
な
ど
条
件

唱
J

が
あ
る
が
、
八
万
人
も
の
規
模

姐
罰
や
、
開
閉
式
屋
根
な
ど
は
必
要
な

画
ぃ

。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、I

4
1
0
C

の
ト
l

マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長

雪
白
も
十
日
ま
で
の
共
同
通
信
の
イ
ン

し
て
削
減。
基
本
設
計
で
は
千

六
百
二
十
五
億
円
と
な
っ
た
川喝

だ
が
、
こ
れ
は
昨
年
の
単
価
に

よ
る
概
算
だ。
今
春
の
消
費
税

増
税
分
を
含
め
る
だ
け
で
も
単

純
計
算
で
四
十
六
億
円
増
え
る
＼
一

上
、
建
設
資
材
や
人
件
費
も
高一

騰
。

渡
辺
さ
ん
は
「
構
造
の
問

、

一

題
は
手
付
か
ず
で
、
先
送
り
さ一

れ
て
き
た。
予
算
内
で
収
め
る

一

に
は
大
幅
な
設
計
変
更
が
必
要一

に
な
る
の
で
は
」
と
み
る
。

一

J
S
C

新
国
立
競
技
場
設
置一

本
部
の
阿
部
英
樹
施
設
部
長
は一

「
設
計
者
だ
け
で
無
理
に
や
れ

一

ば
工
期
が
延
び
た
り
、
工
事

一

請
負
契
約
の
段
階
で
入
札
不
調ご

と
な
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

も
こ

と
も
と

『日
本
の
技
術
力
を
世一

界
に
示
す』
と
し
て
ザ
ハ
・
ハ一’

デ
ィ
ド
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
は
選一一

ば
れ
て
お
り
、
技
術
的
な
チ
ャ一

レ
ン
ジ
は
当
然。
課
題
は
必
ず

一，

何
ァ
で
き
る
」
と
話
し
て
い

一－

タ
ビ
ュ1
に
「
将
来
の
日
本
の
イ

メ
ー
ジ
も
視
野
に
、
日
本
の
人
々

が
決
め
る
こ
と
」
と
話
し
て
い
る

。

一
方
で
、
独創
的
な
外
観
は
イ

ラ
ク
出
身
の
建
築
家
ザ
ハ
・
ハ
デ

ィ
ド
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
。

デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
の
募
集
要
項
で
、JS

C

側
は
デ
ザ
イ
ン
変
更
の
要
請
を

で
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る。
建

設
費
の
削
減
な
ど
を
理
由
に
規
模

を
約
二
割
縮
小
し
た
結
果
、
既
に

外
観
デ
ザ
イ
ン
は
当
初
か
ら
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
が
、
ハ
デ
ィ
ド

さ
ん
側
は
理
解
を
示
し
て
1

る
。
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